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１１．松岡  繁 

１３．村山 英臣 

１５．大林 孝行 
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欠席委員  ２人 

農業委員  ２人 
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農業委員会事務局出席者 

事務局長  小西 裕幸 

事務局次長  大西 良明 

  主 査   岩崎 正英 

  副主幹   奈良 哲郎 

  主 任   中山 弘美 

副主任   山根 大雅 

 

議事日程 

農政に関する議題  

 １．令和３年度農地等利用の最適化推進施策等に関する改善意見について  

２．その他 

 報 告 

１．定例農家相談開催結果について 

２．その他 

 

 土地に関する議題 

議案第４０号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議案第４１号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

議案第４２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第４３号 農用地利用集積計画の決定について 

議案第４４号 非農地証明願について 

議案第４５号 許可後の承継を伴う事業計画変更申請について 

議案第４６号 農地改良に係る届出について 

報 告 

   報告案件なし 
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{令和２年７月丸亀市農業委員会定例総会議事録｝ 午前９時３０分 開会 

 

●事務局長（小西裕幸君） おはようございます。定刻が参りましたので、ただ今から令和２年度７月の総

会を開会いたします。本日配付しております資料の確認をいたします。まず、①総会の次第（裏面に前回の

定例農家相談会の開催状況と次回の日程）だけです。それでは、恒例の活動記録簿をお出しください。本日

の総会出席も忘れずに、お隣と確認しながら、記載をお願いいたします。携帯電話は電源を切るかマナーモ

ードでお願いいたします。それでは、ただ今から、７月総会を開催いたします。会長、よろしくお願いいた

します。 

●会長（松岡繁君） おはようございます。早いもので、任命されて３年が経過しました。早かったような、

長かったような複雑な気持ちです。今日は最後の定例総会です。今年度は「人・農地プラン」作成のための

意向調査に取り組んでいただきました。コロナウイルス発生の時期、また農林業センサスの時期と重なりま

して、皆さんには大変ご苦労をおかけしました。改めて３年間のご苦労に対して、感謝申し上げます。いま

新型コロナウイルスが世界中で蔓延しています。夏が来れば収束するのかと思っていたら、香川県でも感染

者が発生しています。厳しい状況になっております。コロナウイルスについて、いろいろなことが分かって

きました。農業関係で申しますと、食料自給率が３７％というなかで、もし輸出が停止したら、日本は大丈

夫なのか、国民に食料が行き届くのかという問題があります。集落営農や法人など担い手と呼ばれる大規模

な農家へ８０％の農地を集積していこうという政策により、家族農業が再生産できずに消滅の危機に立たさ

れております。それでいいのだろうかと、常々心配しております。国でも農産物・食料安全保障の重要性や

そのための生産基盤として家族農業の重要性を理解してきたようです。人口減少に伴って、消費も減ってき

ますので、自国のモノを消費する、外食・中食の原料も国産で賄うようにしようという機運が高まってきて

います。農政は現場主義でなければいけません。現場を一番よく知っているのは、私たち委員であります。

今後も現場の実態につきまして、行政や政治に訴えていかなければなりません。農業・農村の持続的な発展

のために、今後も皆さんのご尽力をいただかなければなりません。開会にあたりましての、ごあいさつとい

たします。本日はよろしくお願いいたします。 

●事務局長（小西裕幸君） ありがとうございました。本日は、委員の任期最後の総会ということもありま

して、副市長にご出席をいただいております。副市長、あいさつをよろしくお願いします。 

●副市長（德田善紀君） 皆様、改めまして、おはようございます。副市長の德田でございます。本日は、

大変お忙しい中、また、コロナ禍の中、農業委員会総会にご出席いただきまして、ありがとうございます。

農業委員の皆様には、３年間の長きに渡り、農地を守り、農業を支える農業委員として、ご活動いただきま
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して、厚く御礼を申し上げます。現在の皆様は平成28年4月に農業委員会法が改正されまして、制度が新し

くなりました。丸亀市では平成29年7月20日から新体制になって初めての農業委員としての承認をいただ

きました。新しい制度では、農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進を大き

な柱として、新しくできた農地利用最適化推進委員の皆様とご協力をいただきながら、目標達成のために、

日々、ご活躍をいただいたところです。現在、農地の遊休化が抑えられ、認定農家や農業法人などを中心と

しまして、農地の集積が図られ、新しい農業経営体制に移行されてきておりますが、皆様方のご努力の賜物

であり、深く感謝を申し上げる次第であります。ほんとうに、ありがとうございます。今後も農業経営は、

たいへん厳しい状況ではありますが、農地の持つ多面的な機能も重要であります。さきほど、会長もおっし

ゃったように、新型コロナウイルスが世界的に感染拡大する中、他国に頼らない食糧自給の大切さが見直さ

れていると思います。皆様には、任期を終えられた後も、農地の有効利用にご配慮いただき、ご指導を賜り

ますよう、お願い申し上げます。退任される委員におきましては、農業経営の第一人者として、今後も本市

の農業の活性化のために、更なる、ご活躍をご祈念申し上げ、簡単ではありますが、御礼の言葉とさせてい

ただきます。皆様ほんとうに、ありがとうございました。 

●事務局長（小西裕幸君） ありがとうございます。副市長は、この後、次の公務がありますので、ここで

退席させていただきます。 

 それでは、会長、お願いいたします。 

●会長（松岡繁君） それでは、ただ今から7月定例総会を開会いたします。本日の出席委員は１４人で、

過半数の方が出席されていますので、総会が成立しておりますことを報告いたします。本日の議事録署名委

員は、４番の石井委員と５番の本田委員にお願いいたします。 

 農政に関する議題にはいりたいと思います。本日提案の議題を事務局より読み上げます。 

●事務局長（小西裕幸君） 農政に関する議題として、議題１「令和３年度農地等利用の最適化推進施策等

に関する改善意見について」、議題２「その他」です。以上、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

●会長（松岡繁君） それでは、議題１「令和３年度農地等利用の最適化推進施策等に関する改善意見」に

ついて、事務局より説明をお願いします。 

●事務局次長（大西良明君） 失礼します。それでは、議案に同封しております「令和３年度農地等利用の

最適化推進施策等に関する改善意見（案）について」という資料をご覧ください。皆様に提出いただきまし

た改善意見につきましては、7月10日に役員会を開催し、ご覧のとおり、提出意見を取りまとめました。こ

の意見書は、本日皆様のご承認をいただきましたら、県農業会議に提出いたしまして、8月の農業会議の常

設審議会で各市町の意見要望を取りまとめたうえで、9月下旬に県知事へ提出する予定となっております。 
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 それでは、内容につきまして、読み上げと簡単な説明をいたします。①から④まで、項目を分けて、上段

が提案理由、下段が提案の内容となっております。 

 まず１枚目、担い手への農地利用集積・集約化についてです。提案理由として、人口減少・少子高齢化の

進行による農業従事者の減少など、「農地と人」に係る問題が深刻化しています。 

人の問題として、今後、担い手を増やし、育成していくためには、安定した収入、効率的な経営環境、経

営のノウハウを習得できる機会などが必要であり、そのためには、各種補助制度のさらなる拡充や関係機関

との連携など、担い手に対する手厚い支援が必要です。 

 農地の問題として、各所で狭小で不整形な農地や狭隘な農道等により、集落営農法人や農地中間管理機構

への貸借もままならない状況が見受けられます。また、所有者不明農地など相続に関わる問題も農地の集積・

集約化を困難にする要因になっています。 

 今後は、さらに農家人口の減少が予測されるなか、農地を集積・集約化して、効率的な農業を展開するこ

とは喫緊の課題でありますが、大規模経営体だけでなく、小規模農家の支援も、地域の農地を守っていくた

めには必要なことであり、担い手問題を含め、大小の農家がうまくかみ合い、地域で農地を守っていけるよ

う考えていく必要があります。 

 これに対しまして、４つの提案です。 

 一つ目として、農地中間管理事業の一層の活用促進についてです。昨年度には、農地機構が扱う農地につ

いて全域が対象となり、また、農地機構を通して借り受けた農地については、毎年、利用状況報告書を提出

しなければなりませんでしたが、今年度から、必要なくなるなど、貸し手・借り手にとって、より利用しや

すく簡素化もされてきておりますが、今後、より一層の活用を進めていくために、農地機構においては、人

員体制の強化や申請手続きの簡略化、借受困難な農地の認定要件緩和、積極的な制度の周知をお願いすると

ともに、貸借農地の交換や貸付農地の掘り起こし等、耕作地の面的集積へ戦略的な対応をお願いしたいとい

うものです。 

 二つ目として、農業法人についても、後継者不足は深刻な問題であり、農業者バンクなど農業法人と就農

希望者のマッチングの方法を周知してほしいということです。 

 三つ目として、家族農家が農業経営を維持できるよう、直接支払い制度などの補助制度を復活させてほし

いというものです。県内では、小規模経営の農家が多く、そういう農家が水路や農道の管理をしてきたこと

で、これまで地域の農業、農村が守られてきました。将来の農業の担い手として、小規模経営農家が経営を

維持できるような補助制度を県から国へ要望してほしいということです。 

 四つ目として、集落営農法人設立への支援ということで、地域ぐるみで農作業の共同化、機械の共同利用
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し、農業経営の効率化を図り、担い手が不足する地域において、農業・農村を維持していくために、その設

立に向けて支援強化をお願いするものです。 

 続きまして、２枚目になります。遊休農地の発生防止とその解消についてであります。提案理由として、

担い手、後継者不足が深刻化し、小規模農家では、農産物の価格低迷や高齢化等により、農機具の買い替え

時期に離農する者が増加しています。今後は、定年延長で定年帰農者も減少し、耕作放棄地がさらに増加し

ていく恐れがあります。 

 また、相続人が不在、不明、県外在住者であるなど、経営継承がされていない農地では、適切な管理が行

われずに、周辺に悪影響を及ぼすほか、長期にわたる荒廃によって、農地への再生が困難となってきていま

す。 

 集落営農組織や農作業受託組織の育成と活動強化に対して、支援を拡大するとともに、小規模な基盤整備

事業の要件緩和や補助率拡大など、農地の遊休化、荒廃を防ぐための施策を講じる必要があります。 

 これらに対しての３つの提案です。 

 一つ目として、農機具の老朽化が離農のきっかけとなり、結果、農地の遊休化を進めています。遊休化発

生防止のために、農機具等の買い替えが困難な小規模農業者には、耕作面積を拡大するなどの条件をつけて、

農業機械等の購入補助、または、レンタル制度などを考えてほしいということです。 

 二つ目として、小規模基盤整備事業の補助制度の拡充のほか、農地周辺の道路のアスファルト舗装、路肩

の改修など、農地の環境改善の補助についても、拡充を検討してほしいということです。 

 三つ目として、再生が困難な農地の取り扱いについては、非農地として判断する方法がありますが、具体

的な判断事例など教えていただきたいということです。 

 続きまして、３枚目になります。新規参入者等への支援と補助についてです。人口減少などによる農業従

事者の減少のほか、都市化、混在化による周辺住民とのトラブル、また、複雑な水利環境などの問題により、

農地管理が困難となり、農業を敬遠する原因となっています。こうしたなか、新規就農と定着促進を図るこ

と、また、農業後継者を育成することは喫緊の課題であります。新規就農者や農業後継者が農業を始めやす

いように、各種補助制度、農地機構など関係機関の利用方法、農地の借り方、取得の仕方など情報を容易に

取得できるようにすることは、就農のハードルを下げ、世代や経験を問わず、幅広く人材を集めるために必

要です。特に、青年層への手厚いサポートを実施し、将来の担い手を育成することが重要です。これらにつ

きまして、３つの提案です。 

 一つ目として、新規就農者の掘り起こしとして、ＵＪＩターンの新規就農を促進し、希望者へ様々な情報

提供の充実、一元化を図り、相談活動や就農支援をお願いしたいということです。 
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 二つ目として、新規就農者や農業後継者、担い手などが相談しやすい機関の設置やお互いに相談や情報交

換がしやすい体制づくり、そのような機会の創出などを考えてほしいということです。 

 三つ目として、新規就農者や定年帰農者が就農することのハードルを下げるため、就農支援情報を気軽に

見ることができるホームページの開設や支援制度の周知をしてほしいということです。 

 最後の４枚目です。その他としまして、３つの意見を提案します。提案理由です。 

 一つ目として、最近、営農型太陽光発電施設の設置申請を見かけるようになりました。中には、規模の大

きい施設も見受けられ、パネル反射や熱など、周囲の営農や近隣住宅への影響も考えられます。許可にあた

っては、事前協議の徹底など、引き続き厳正に対処いただきたいというものです。 

 二つ目として、わが国は農業によって、国民生活に不可欠な食料を、将来にわたって、安定的に供給して

いかねばなりません。しかし、日本の食料自給率はカロリーベースで、過去最低の３７％で、世界的な情勢

からみて、危機的状況にあります。このような食料、農業、農村の弱体化を招いたのは、大規模経営体だけ

を優遇支援した結果であり、農業・農村を支えてきた小規模農家は再生産できず、離農を余儀なくされる結

果を招きました。農業の持続可能な発展には、農業資源を確保し、農業技術を向上させていくことはもちろ

ん、地域の農業を支えてきた中小、家族経営など多様な経営体による営農の維持の重要性について、国民的

理解を促進していかなければならないと考えます。 

 三つ目として、本年7月に農業委員、農地利用最適化推進委員の改選を迎えました。新制度後２回目の体

制が整備される重要な年度にあたります。新体制への円滑な移行と各種事業が継続執行できるよう支援いた

だきたいというものです。 

 一つ目の提案内容については、営農型太陽光発電施設の一時転用については、通常長期にわたり、継続使

用することになりますが、近隣収量の８割を超える収穫を得られないときは、一時転用の条件を満たさなく

なります。その場合に、耕作の改善が図られるよう、また、３年ごとの更新申請を滞りなく行えるよう、県

からも十分に指導をいただきたいということです。 

 二つ目の提案内容については、食料安全保障の観点から、食料自給率の向上を図り、食糧自給力を高めて

いくために、食料・農業・農村の重要性を自治体等が積極的な広報を行い、国民運動に繋げていくべきであ

るということです。 

 三つ目の提案理由については、本市農業委員会が新体制に移行するにあたって、農地等利用の最適化推進

事業等活動業務が円滑に引き継がれるために、充実した研修の実施など積極的な協力、支援をお願いしたい

というものです。 

 以上、改善意見として提出いたしたいと考えております。説明を終わります。 
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●会長（松岡繁君） 説明が終わりました。この件につきましては、委員の皆さんからたくさんの意見をい

ただきました。農業会議に提出するものですから、ある程度の件数に絞りたいと思います。今後、市へ提出

する時期がありますので、その時は、幅を広げて検討したいと思っています。今の説明に対して、ご質問等

はありませんか。 

 特に、無いようです。この件につきましては、異議のないものといたします。 

 その他の議題はありますか。 

●事務局長（小西裕幸君） ありません。 

●会長（松岡繁君） それでは、報告・連絡事項に移ります。報告１「定例農家相談会の開催結果」につい

て、事務局から報告いたします。 

●事務局長（小西裕幸君） 前回の農家相談開催結果を報告いたします。飯山市民総合センター開催分は、6

月29日（月）、大林孝行委員で、市役所本庁開催分は、7月6日（月）、石井委員で、綾歌市民総合センター

開催分は、7月10日（金）、平池委員で、それぞれ午前９時から正午まで行いましたが、いずれも相談はあ

りませんでした。報告は以上です。 

●会長（松岡繁君） ただ今の報告について、ご質問等はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

●会長（松岡繁君） 以上で報告は終わりました。その他の報告事項はありませんか。 

●事務局長（小西裕幸君） ありません。 

●会長（松岡繁君） 続いて、農地に関する議題に移りたいと思います。本日提案の議案を事務局より読み

上げます。 

●事務局長（小西裕幸君） 農地に関する議題としまして、 

議案第４０号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議案第４１号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

議案第４２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

  議案第４３号 農用地利用集積計画の決定について 

議案第４４号 非農地証明願について 

  議案第４５号 許可後の承継を伴う事業計画変更申請について 

  議案第４６号 農地改良に係る届出について 

報告案件はありません。 

以上、ご審議、よろしくお願いいたします。 
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●会長（松岡繁君） それでは、議案第４０号「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」を議

題に供します。事務局より議案の説明をお願いします。 

●事務局次長（大西良明君） 失礼いたします。事前送付いたしました議案の１ページをお開きください。

座って説明します。位置図と一緒に、ご審議、よろしくお願いいたします。議案第４０号「農地法第３条第

１項の規定による許可申請について」です。案件は６件です。 

１番、三条町・・・合計面積257.00㎡【議案読み上げ】 

この案件は、農業廃止を図る譲渡人が所有する当該農地を、経営規模拡大を図る譲受人へ売買による所有

権移転を行うものです。申請地で水稲を作付けする計画が提出されています。 

 ２番、原田町・・・合計面積2,348.00㎡【議案読み上げ】 

この案件は、労働力不足による経営規模の縮小を図る譲渡人が所有する当該農地を、経営規模拡大を図る

譲受人へ売買による所有権移転を行うものです。申請地で水稲、アスパラガスを作付けする計画が提出され

ています。 

 ３番、垂水町・・・合計面積1,517.00㎡【議案読み上げ】 

この案件は、譲渡人が所有する当該農地を、経営規模拡大を図る譲受人の要望により、売買による所有権

移転を行うものです。申請地で水稲を作付けする計画が提出されています。 

 ４番、綾歌町栗熊東・・・面積20.00㎡【議案読み上げ】 

この案件は、譲渡人が所有する当該農地を、経営規模拡大を図る譲受人の要望により、売買による所有権

移転を行うものです。申請地で水稲を作付けする計画が提出されています。 

５番、飯山町東坂元・・・合計面積348.00㎡【議案読み上げ】 

この案件は、高齢化による経営規模の縮小を図る譲渡人が所有する当該農地を、経営規模拡大を図る譲渡

人へ売買による所有権移転を行うものです。申請地で水稲を作付けする計画が提出されています。 

６番、飯山町東坂元・・・面積1,428.00㎡【議案読み上げ】 

この案件は、高齢化による経営規模の縮小を図る譲渡人が所有する当該農地を、経営規模拡大を図る譲受

人へ売買による所有権権移転を行うものです。申請地で水稲を作付けする計画が提出されています。 

 以上６件、申請がありました案件につきましては、審査基準のうち農地法第３条第２項第１号、譲受人の

農地の耕作状況、保有している機械の能力等の状況、農作業に従事する家族の状況等から、耕作の事業に供

される農地の全てを効率的に利用できると見込まれる全部効率利用要件、また農作業に従事すると見込まれ

る日数について同項第４号の農作業常時従事要件、及び第５号の耕作の用に供する陸地部３０アールの下限

面積要件、並びに第７号の周辺地域との調和要件の審査基準並びに例外規定などにより全てを満たすもので
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あり、農地法第３条第２項各号の禁止要項には該当しない又は適用されないため、許可相当と考えておりま

す。 

 ご審議、よろしくお願いいたします。 

●会長（松岡繁君） 議案の説明が終わりました。ただ今の説明に対し、ご質問等はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

●会長（松岡繁君） 特に無いようなので、採決をいたします。議案第４０号「農地法第３条第１項の規定

による許可申請について」整理番号１番から６番の各案件を許可することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

●会長（松岡繁君） 特に無いようなので、議案第４０号「農地法第３条許可申請」６件は、原案どおり、

許可することに決定いたしました。 

次に、議案第４１号「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」を議題に供します。事務局よ

り議案の説明をお願いします。 

●事務局次長（大西良明君） それでは３ページをお開きください。 

議案第４１号「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」です。案件は４件です。 

 １番、垂水町・・・合計面積497.46㎡【議案読み上げ】 

この案件は、申請地に駐車場の造成整備を図るものです。申請地は、農用地区域内農地ですが、令和2年

4月に農振除外申請がされています。また、農地法上、第２種農地に区分されますが、計画地周辺における

候補地の選定理由により転用できます。 

 ２番、三条町・・・合計面積604.33㎡【議案読み上げ】 

 この案件は、申請地に宅地拡張を図るものですが、申請地の一部は昭和55年頃に納屋を増改築して以降、

宅地の一部として利用し現在に至っており、今回、当該地について、農地方の許可申請を行っておらず、無

断転用に該当することを知った申請者によって、無断転用の解消を図り、引き続き宅地として利用するもの

です。申請地は、農用地区域外農地で、第２種農地に区分されますが、計画地周辺における所有地の選定理

由により転用できるものと考えます。 

 ３番、三条町・・・合計面積247.75㎡【議案読み上げ】 

 この案件は、昭和49年に住宅を建築した際、申請地を造成し、住宅用地として利用していました。今回、

当該地について、農地法の許可申請を行っていないことを知り、無断転用に該当することを知った申請者に

よって、無断転用の解消を図り、引き続き宅地として利用するものです。申請地は、農用地区域外農地で第

２種農地に区分されますが、計画地周辺における所有地の選定理由により転用できるものと考えます。 
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 ４番、土器町東五丁目・・・面積881.00㎡【議案読み上げ】 

 この案件は、申請地に共同住宅２棟の建築整備を図るものです。申請地は、第一種中高層住居専用地域の

指定がなされ、第３種農地に区分されます。 

 以上４件、申請があった案件につきましては、転用理由、農地区分による位置選定の妥当性が適当である

かなどの立地基準、また、資金計画の妥当性、転用の確実性、周辺農地に係る営農条件への支障は無く、被

害防除措置も適切であるなどの一般基準など、審査基準を満たすものであることから、問題は無いものと考

えます。ご審議、よろしくお願いいたします。 

●会長（松岡繁君） 議案の説明が終わりました。これより質疑に入ります。ただ今の説明に対し、ご質問

等はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

●会長（松岡繁君） 特に無いようです。それでは採決をいたします。議案第４１号「農地法第４条第１項

の規定による許可申請」整理番号１番から４番の各案件につきましては、許可相当とすることにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

●会長（松岡繁君） ご異議も無いようでありますので、議案第４１号「農地法第４条第１項の規定による

許可申請」４件については、許可相当として委員会意見書添付のうえ、県へ進達することといたします。 

次に議案第４２号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」を、議題に供します。事務局よ

り議案の説明をお願いします。 

●事務局次長（大西良明君） それでは４ページをお開きください。 

議案第４２号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」です。案件は１０件です。 

 １番、山北町・・・合計面積2,826.30㎡【議案読み上げ】 

この案件は、所有権移転売買を行い、宅地分譲８区画の造成整備を図るものです。申請地は、第一種中高

層住居専用地域の指定がなされ、第３種農地に区分されます。 

２番、飯野町東二・・・面積350.00㎡【議案読み上げ】 

この案件は、所有権移転売買を行い、非農家の自己住宅１棟と車庫１棟の建築整備を図るものです。申請

地は、農用地区域外農地で第２種農地に区分されますが、計画地周辺における候補地の選定理由により転用

できるものと考えます。 

３番、飯野町東二・・・合計面積1,887.00㎡【議案読み上げ】 

申請地は、昭和58年から農地を造成し、店舗用地として、隣接する宅地と一体利用していました。今回、
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当該地について農地法の許可申請を行っていないことを知り、無断転用に該当することを知った申請者によ

って、無断転用の解消を図り、使用貸借権の権利設定を行い引き続き店舗用敷地として利用するものです。 

申請地は、農用地区域外農地で第２種農地に区分されますが、計画地周辺における候補地の選定理由によ

り転用できるものと考えます。 

４番、垂水町・・・面積245.00㎡【議案読み上げ】 

この案件は、所有権移転売買を行い、非農家の自己住宅１棟の建築整備を図るものです。 

申請地は、農用地区域外農地で第２種農地に区分されますが、計画地周辺における候補地の選定理由によ

り転用できるものと考えます。 

５番、綾歌町岡田東・・・合計面積2,327.65㎡【議案読み上げ】 

この案件は、賃借権の権利設定を行い、コンビニ店舗１棟と駐車場の造成整備を図るものです。 

申請地は、農用地区域外農地で第２種農地に区分されますが、計画地周辺における候補地の選定理由によ

り転用できるものと考えます。 

６番、綾歌町富熊・・・合計面積5,209.16㎡【議案読み上げ】 

この案件は、賃借権の権利設定を行い、事業に必要な花崗土を採取した後、速やかに農地造成を行い、野

菜を作付けする計画をしているものです。また、地権者からは農地復元に係る誓約書の提出があります。 

申請地は、農用地区域内農地ですが、転用時期が令和2年11月1日から令和5年10月31日まで3年間の

一時転用であり、転用できるものと考えます。 

７番、飯山町川原・・・合計面積70.33㎡【議案読み上げ】 

申請地は、平成28年頃から農地を造成して、建設資材用倉庫1棟を建築し、隣接する宅地と一体利用して

いました。今回、当該地について、農地法の許可申請を行っていないことを知り、無断転用に該当すること

を知った申請者によって、無断転用の解消を図り、所有権移転売買を行い、引き続き倉庫用敷地として利用

するものです。 

申請地は、近隣商業地域の指定がなされ、第３種農地に区分されます。 

８番、飯山町東坂元・・・合計面積499.80㎡【議案読み上げ】 

申請地は、昭和26年ごろから農地を造成し、以降、隣接する宅地への進入路として利用していました。こ

のたび、住宅１棟、車庫１棟を建築整備するにあたって、当該地について農地法の許可申請を行っていない

ことを知り、無断転用に該当することを知った申請者によって、無断転用の解消を図り、使用貸借権の設定

を行い、引き続き進入路として利用するものです。 

申請地は、第一種住居地域の指定がなされ、第３種農地に区分されます。 
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９番、飯山町東坂元・・・合計面積1,732.00㎡【議案読み上げ】 

この案件は、所有権移転売買を行い、分譲住宅５棟の建築整備を図るものです。 

申請地は、農用地区域外農地で、第２種農地に区分されますが、計画地周辺における候補地の選定理由に

より転用できるものと考えます。 

１０番、飯山町東坂元・・・合計2,284.67㎡【議案読み上げ】 

この案件は、所有権移転売買を行い、宅地分譲８区画の造成整備を図るものです。 

申請地は、第一種住居地域に指定され、第３種農地に区分されます。 

 以上１０件、申請があった案件につきましては、転用理由、農地区分による位置選定の妥当性が適当であ

るかなどの立地基準、また、資金計画の妥当性、転用の確実性、周辺農地に係る営農条件への支障は無く、

被害防除措置も適切であるかなどの一般基準など、審査基準を満たすものであることから、問題は無いもの

と考えます。ご審議、よろしくお願いします。 

●会長（松岡繁君） 議案の説明が終わりました。ただ今の説明に対し、ご質問等はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

●会長（松岡繁君） 特に無いようですので、採決をいたします。議案第４２号「農地法第５条第１項の規

定による許可申請について」整理番号１番から１０番までの各案件を、許可相当とすることにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

●会長（松岡繁君） ご異議ないようでありますので、議案第４２号「農地法第５条第１項の規定による許

可申請」１０件につきましては、原案どおり、許可相当として委員会意見書添付のうえ、県へ進達すること

にいたします。 

 続きまして、議案第４３号「農用地利用集積計画の決定について」を議題に供します。事務局より議案の

説明をお願いします。 

●事務局次長（大西良明君） それでは８ページをお開きください。 

議案第４３号「農用地利用集積計画の決定について」です。議案第３６号は、８ページから２３ページに

かけて記載しております。賃借権、使用貸借権など従来の集積計画と配分計画です。申請件数が２９件、筆

数が６９筆、面積が60,130.00㎡です。「農業経営基盤強化促進法」による農用地利用集積計画を行うもので

す。詳細は表のとおりです。農業経営基盤強化促進法第１８条第３項等の条件を満たしているものであり、

問題はないものと考えております。以上、ご審議、よろしくお願いいたします。 

●会長（松岡繁君） 議案の説明が終わりました。ただ今の説明に対し、ご質問等はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

●会長（松岡繁君） 特に無いようでありますので、議案第４３号「農用地利用集積計画の決定について」

２９件の各案件につきましては、原案どおり処理していくことといたします。 

次に、議案第４４号「非農地証明願について」を議題に供します。事務局より議案の説明をお願いします。 

●事務局次長（大西良明君） ２４ページをお開きください。 

議案第４４号「非農地証明願について」です。案件は２件です。 

１番、綾歌町富熊・・・面積1,316.00㎡【議案読み上げ】 

申請地は、平成10年頃から耕作放棄されており、20年以上にわたり自然潰廃し、雑木・雑草が繁茂し、

農地としての復旧が著しく困難となっています。 

２番、飯山町東坂元・・・合計面積1,054.00㎡【議案読み上げ】 

申請地は、20年以上にわたり耕作放棄されていたため、自然潰廃し、雑木・雑草が繁茂し、農地としての

復旧が著しく困難となっています。 

以上２件、「丸亀市非農地事務処理要領」における認定基準を満たしていることから、非農地として証明す

ることに問題は無いものと考えます。ご審議、よろしくお願いします。 

●会長（松岡繁君） 議案の説明が終わりました。ただ今の説明に対し、ご質問等はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

●会長（松岡繁君） 特に無いようでありますので、議案第４４号「非農地証明願について」２件につきま

しては、原案どおり、処理していくことといたします。 

 次に、議案第４５号「許可後の承継を伴う事業計画変更申請について」を、議題に供します。事務局より

議案の説明をお願いします。 

●事務局次長（大西良明君） ２５ページをお開きください。 

議案第４５号「許可後の承継を伴う事業計画変更申請について」です。案件は１件です。 

１番、山北町・・・面積1,713.57㎡【議案読み上げ】 

この案件は、平成24年11月28日及び令和元年9月19日とそれぞれ資材置場を整備するということで農

地法第５条の許可を受けておりますが、工事が完了しないままであったところ、今回、・・株式会社が権利を

承継し、宅地分譲８区画の造成整備を図る５条申請を行うため、変更申請が提出されました。なお、本申請

は、５条申請の議案第４２号、第１番で報告させていただきました。 

 以上、ご審議、よろしくお願いします。 

●会長（松岡繁君） 議案の説明が終わりました。ただ今の説明に対し、ご質問等はありませんか。 



 15 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

●会長（松岡繁君） 特に無いようですので、議案第４５号「許可後の承継を伴う事業計画変更申請につい

て」１件につきましては、原案どおり、処理していくことにいたします。 

 次に、議案第４６号「農地改良に係る届出について」を議題に供します。事務局より議案の説明をお願い

いたします。 

●事務局次長（大西良明君） ２６ページをお開きください。議案第４６号「農地改良に係る届出について」

です。案件は１件です。 

 １番、飯山町東坂元・・・合計面積1,326.00㎡【議案読み上げ】 

 この案件は、当該地に果樹を植栽し、花卉、野菜全般を作付するにあたって、畑の利便性を高めるため、

切土5.5mを施し、畑地造成を行うものです。以上、ご審議、よろしくお願いいたします。 

●会長（松岡繁君） 議案の説明が終わりました。何かご質問等はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

●会長（松岡繁君） 特に無いようですので、議案第４６号「農地改良に係る届出について」１件につきま

しては、原案どおり、処理していくことにいたします。以上で７月総会の議案審議はすべて終了しました。

これをもって閉会といたします。お疲れ様でした。 

●事務局長（小西裕幸君） 事務連絡です。今回、退任される方については、ゼンリン地図、帽子、腕章、

ゼッケン、マグネット板について、ご返却をお願いします。ゼンリン地図は次の委員に引継ぎ、帽子や腕章

は、次の委員との混同が無いように回収いたします。また、活動記録セットについては、ご提出をお願いし

ます。活動記録簿がある方も、ご提出ください。 

 なお、お渡ししている農家相談の手引きなどのテキストと手提げバッグは返却せずに、ご利用ください。 

 また、農地パトロール調査書、農地利用の意向調査アンケートの提出がまだの方は、ご提出ください。 

 最後になりましたが、委員の皆様には大変お世話になりました。遊休農地の増加を抑え、新しい担い手へ

農地を引き継いでいけるのも、委員の皆様の活躍のおかげと思います。窓口の関係で、ここに出席できてい

ない職員も含めて、皆様にお礼申し上げます。 

 退任される方は、一言お願いいたします。 

（退任委員が発言） 

 退任される委員の方は、ありがとうございました。 

 今回、退任される委員の皆様は、お手数でありますが、次に委員になられる方に、農業委員会業務の要領

や市全体、地元地域での農地の現状、問題点など、ぜひとも引き継いでいただけますようお願いいたします。 
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 今後とも、農地の有効利用にご指導、ご協力をお願いいたします。ありがとうございました。 

（午前１０時３０分終了） 


